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Ⅰ．学校関係者評価の概要と実施状況 

１．学校関係者評価の目的 

 

 自己点検・自己評価結果の客観性・透明性を高めると共に、学校関係者評価委員会の設置

により継続的な連携協力体制を確保し、学校運営の更なる改善を図ることを目的とする。 

 

２．学校関係者評価の基本方針 

  

学校関係者評価は、自己点検・評価報告書を基に「専修学校における学校評価ガイドライ

ン」に則って実施することを基本方針とする。 

 

３．学校関係者評価委員会 出席者 

 

区 分 氏 名 所 属 

業界関係者 川嶋 淳子 高崎歯科衛生専門学校 非常勤講師 

田中歯科医院 勤務 

業界関係者 矢島 雅美 日高病院 勤務（実習指導者） 

卒業生 砂川 陽子 高崎歯科衛生専門学校 卒業生 

※敬称略 

 

４．学校関係者評価委員会 実施日時 

  

実施日時：２０２５年６月９日（月） １２：３０～１３：４５ 

 場  所：高崎歯科衛生専門学校 個別相談室 

 

５．学校関係者評価方法 

 

２０２４年度の自己点検・自己評価報告書に基づき、評価項目の結果および課題、改善 

方策について以下の視点から評価を行った。なお各評価は４段階に区分している。 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか 

②背景や課題への認識が適切かどうか 

③改善方策としての取組みが適切かどうか 

（適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１） 

 ※自己点検・自己評価についても同様に４段階評価となる。 

 

 



Ⅱ．学校関係者評価結果 

１．教育理念・目標 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか ４ 

・学校における職業教育の特色は何か ４ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ３ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが 

学生・保護者等に周知されているか 

４ 

 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する 

業界のニーズに向けて方向づけられているか 

４ 

 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

 教育方針や育成人材像についての明確化をさらに図り、学生自身が卒業後の歯科衛生士

人生を思い描けるよう、教育方針や育成人材像について、授業や実習をとおして繰り返し周

知していく。併せて、変化する社会と進歩する歯科医療業界に対応できる人材を育成するた

めに、社会や業界のニーズを的確に把握し、教育内容に反映していきたい。 

また、保護者等の関係者に対する教育理念、育成人材像を周知徹底が図れるように、広報

活動において積極的に発信していく。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ３ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ３ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

 

・学校を知ってもらうことは大切だが、歯科衛生士という職業を広く認知してもらえるよう

な長期的な取り組みが重要だと感じる。 

 

 



２．学校運営 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ 

・運営方針や意思決定機能は、規則等において 

明確化されているか、有効に機能しているか 

３ 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ４ 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ３ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ３ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ３ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

学校運営における意思決定機能の更なる効率化、有効化のための組織づくりと、教職員ソ

フトウェアにおける各種規則・規程掲載、共有化が必要である。そのために、教員から出る

多様で建設的な意見の集約にかかる体制を整えるとともに、個人ではなく学年・プロジェク

トなど組織単位で業務を遂行し、定期的な勉強会・ミーティングを実施し、評価・改善を行

う。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ３ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ３ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

特筆すべきコメントはありません。 

 

 

 



３．教育活動（重点取組） 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に 

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 

４ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや 

教育方法の工夫・開発などが実施されているか 

４ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、 

カリキュラムの作成・見直し等が行われているか 

３ 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、

実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 

３ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ３ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

はあるか 

４ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる 

要件を備えた教員を確保しているか 

４ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）

を確保するなどマネジメントが行われているか 

３ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の 

 指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 

３ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ３ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

教室環境整備と教育機器等の刷新、カリキュラムのより実践的な内容への変更と本格的

なＩＣＴ教育を開始し２年目となった。これまで以上に、ＩＣＴ機器の活用を含めた教員の

指導力の向上を目指すとともに、業界動向を踏まえた教育内容を充実させるために、実習先

医療機関との情報交換等も積極的に進め、他校との差別化を図りたい。 

また、新入生に対する学習や生活支援等の強化のため、入学前教育プログラムに登校日を

設けた。専門教育に対する理解を深めるために、入学前教育や初年度教育内容をより有意義



なものになるよう検討していきたい。 

  

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ３ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ４ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

 

・学生のうちからＩＣＴ機器を活用することや、実技教育に力を入れていることは、社会で

の即戦力となるので良いと思う。 

 

 

４．学修成果 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・就職率の向上が図られているか ４ 

・資格取得率の向上が図られているか ３ 

・退学率の低減が図られているか ３ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用 

されているか 

３ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

国家試験の合格率が全国平均を下回る結果となった。入学後から、学習の定着を目標に段

階的に対策を進めると共に、国家試験対策ソフトや予備校講師による対策セミナーなども

有効活用しながら、より効果的な対策を検討し合格率の向上を目指していきたい。 

 退学率については例年通りであった。学生への声掛けや保護者と連携しながら、生活と学

業両立のきめ細かなサポートを充実させ、退学者の減少を図りたい。 

また、卒業生の活躍状況を把握し、実習施設や講師の開拓、学生の就職活動等に活かして

いきたい。 



（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ３ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ３ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

 

・求人数の多さについては、歯科衛生士の大きな魅力の一つとなるが、社会には認知されて

いない印象があるので、外部に発信していくと良いと思う。 

・学校として卒業生の動向については把握していただきたい。卒後研修でなくてもただ集ま

って現状報告をするだけでもいいので機会を作って欲しい。 

 

５．学生支援 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ３ 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ３ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ３ 

・学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

・保護者と適切に連携しているか ４ 

・卒業生への支援体制はあるか ３ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行 

われているか 

３ 

 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

 経済的な支援体制は整っているが、国の修学支援新制度の利用者は年々増加している。

新規継続等の手続きや経済状況の変化等の把握をきめ細かに行っていきたい。 



近年、精神面でのサポートを必要する学生が増加している。姉妹校カウンセラーの活用

のほか、教員が学習以外の相談にも対応しながら、心身の健康管理に注意していきたい。 

併せて、社会人のニーズを把握し、学びやすい環境を整備することが課題である。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ４ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ４ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・社会に出てからも縦のつながりは大切だと思うので、学内で１～３年生が交流を持てるよ

うな取り組みを検討していただきたい。先輩からの発表を聞いたり、指導を受けたりする

ことで後輩のモチベーションが上がると思う。 

・学生が楽しめる行事やイベントなども、学校生活を送る上では必要なのではないか。 

 

６．教育環境 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体

制を整備しているか 

３ 

・防災に対する体制は整備されているか ４ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

  臨床実習施設については、歯科衛生士の活躍の場の多様化やチーム医療の実践に対応

できる人材の育成に不可欠であると認識し、新規実習施設の開拓や、実習施設等との更な

る連携と情報共有に努めていきたい。 

  防災に関しては、意識が薄れぬよう、全学生・教職員を対象に、より実践的な防災教育

と訓練を実施し、防災への意識と対応力の向上を図る。 

 

 



 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ４ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ４ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ４ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・最新の施設と設備を有効活用した教育内容について引き続き検討していただきたい。 

・学外実習を充実させるためにも、学校と臨床実習施設との連携をしっかりと図れると良

い。 

 

 

７．学生の受入れ募集（重点取組） 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

・学生募集活動において、教育成果は伝えられているか ４ 

・学納金は妥当なものとなっているか ４ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

  少子化に伴う募集対象の減少や、高校の進路指導における大学進学意識の高まりによ

る影響はあるが、本校のコンセプトをもとに、目玉となる特色について精選し、ＳＮＳ等

を活用しながら適宜発信するとともに、県内外に向けた広報活動を展開していきたい。 

 近年では、卒業生や在校生からの紹介で入学する学生が増えてきたため、在校生に対する

誠実な教育を地道に継続していくことが最大の募集活動であると考える。 

また、今年度は新たな取り組みとして、中学生対象のキャリア教育授業を実施した。今

後も長期的な取り組みとして、職業に対する理解を広めるために歯科衛生士希望者の底

辺拡大を図っていきたい。 

 

 

 



（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ４ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ３ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ４ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・職業に対する理解を広めるために、歯科衛生士希望者の底辺拡大を長期的に図ることは大

変有意義だと思う。 

・本校は外部から一定の評価を受けていると思う。今後も本校の教育方針を教育内容に反映

し、他校との差別化を図り、外部に発信していくことが大切だと思う。 

 

 

８．財務 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ３ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

・財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

・財務情報公開の体制準備はできているか ２ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定している。しかし、学校法人を取り巻く環

境の変化や会計の厳格化を背景として、学校法人の経営状態を社会に対してより正確に、分

かりやすくすること、そして適切な学校経営の判断に役立つものとすることが大切である

との認識を持っている。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ４ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ４ 



③改善方策としての取組みが適切かどうか ４ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・特筆すべきコメントはありません。 

 

９．法令等の遵守 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ３ 

・自己評価結果を公開しているか ４ 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

自己点検・評価内容について、学内で共通認識を持ち、課題の解決を行う組織体制を構 

築する。また、個人情報管理においては、情報機能の発達により日々進化や変化を遂げて 

いるため、最新の情報を入手しながら、管理指導の徹底を図っていきたい。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ４ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ４ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ４ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・特筆すべきコメントはありません。 

 

１０．社会貢献・地域貢献 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ３ 



・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ２ 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む） 

 の受託等を積極的に実施しているか 

３ 

 

 

（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

 本校は地域医療の人材を育成する教育機関であり、社会貢献や地域貢献、ボランティア活

動等の取り組みを積極的に実施すべきであると認識している。学生のボランティア活動に

ついては、積極的に参加できるように情報提供や支援を実施したい。 

 今年度は、関係団体への学内施設の貸し出しを実施した。今後も、関係団体への貸し出し

を継続したい。また、夏期休暇中の高校生への啓発活動を含めたロビー解放等の利用の仕方

についても検討していきたい。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ３ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ３ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・今後もぜひ地域や関係団体へ貸出して、多くの人に学校と職業を知ってもらえると良いと

思う。 

 

１１．国際交流 

 

（自己点検・自己評価における評価） 

 

評 価 項 目 ４段階評価 

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか ３ 

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において 

適切な手続き等がとられているか 

３ 

・留学生の学修・生活指導等について学内に 

適切な体制が整備されているか 

３ 

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか  



（自己点検・自己評価における課題認識や改善方策） 

 

現在留学生は在籍していないが、学園内の担当部署である留学生センターが設置され

ているので、今後の入学希望者受け入れに備えてサポート体制の維持に努めたい。 

 

（学校関係者評価委員会における評価） 

 

評 価 視 点 ４段階評価 

①自己点検・自己評価結果が適切かどうか ３ 

②背景や課題への認識が適切かどうか ３ 

③改善方策としての取組みが適切かどうか ３ 

 

（学校関係者評価委員からのご意見） 

・特筆すべきコメントはありません。 

 

以上 


